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令和３年７月

保護者の皆様へ

南知多町教育委員会

南 知 多 町

南知多町立中学校再編に向けてのアンケート調査

日頃は、南知多町の教育にご理解・ ご協力をいただき、感謝申し上げます。

さて、本町では将来を見据え、子どもたちにとってよりよい教育環境を整備するた

めに、現在、中学校再編（ 学校統合） について検討をしています。これまでの経緯に

つきましては、町広報令和２年１０月号でお知らせしたとおりです。その後協議を進

め、令和３年１月２７日には「 南知多町立小中学校適正規模・ 適正配置基本計画」 に

おいて、小学校及び中学校の適正配置計画を定めました。

（ 中学校の適正配置計画については、別添「 参考資料」 をご覧ください。）

この計画について、過去のアンケート調査や学校規模適正化懇談会、各種意見交換

会等でいただいた様々 なご意見を基に、第１段階・ 第２段階における具体的な実施方

法を協議してきました。それを今回＜原案＞として提示させていただき、皆様のお考

えを把握したうえで「 南知多町立中学校再編実施計画（ 案）」 の作成に向けて進めてい

きたいと考えております。まず、別添「 参考資料」 をご覧いただき、下記アンケート

にご協力いただきますようお願いいたします。

（ 記入は、別紙「 回答用紙」 へお願いします。）

お子様が在園・ 在学の場合は、「 回答用紙」 を封筒に入れ封をして所属の園・ 学校へ

７月２０日（ 火） までにご提出ください。

お子様が未就学の場合は添付の小封筒に入れ、南知多町教育委員会学校教育課宛て

郵送してく ださい。よろしく お願いいたします。

（ より詳しい内容は以前、配付させていただいた資料、町公式ホームページでご覧い

ただけます。）

＜お問合わせ先＞

南知多町教育委員会 学校教育課

電話（ ０５６９） ６５－０７１１内線５５２

記

＜ ア ン ケ ー ト ＞

１ お住まいの地区をお答えください。 南知多町大字（ 地区名 ）

２ お子様の所属について、お答えください。複数のお子様がいる場合は、回答欄にお

子様の人数分、回答用紙の例を参考に記号をご記入ください。

ア 未就学 イ 小学校１～３年 ウ 小学校４～６年 エ 中学校
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３ 現在、次のような原案を考えています。原案の説明を記した別添「 参考資料」 をご

覧いただき、皆様のご意見をお答えください。（ ア～カから一つ選んでください。）

＜ 原 案 ＞

（ １） 統合の時期と場所

【 第１段階】

令和５年４月に、現内海中の校舎を活用して統合中学校（ 仮称）

を設置する。

【 第２段階】

令和１０年３月までに、統合対象校に関わらず現豊浜中用地に

新校舎を建設し、統合中学校（ 仮称） を開校する。

（ ２） 統合対象校

〇 内海中、豊浜中、師崎中を統合する。

〇 篠島中、日間賀中については、あくまで保護者の理解が得られた

段階で統合する。理解が得られれば第１段階で統合する。

※ 小中学校在学中に、師崎中学校区の皆さんが統合による移動を２回経験し

ないようにするため、令和５年度での統合を目指しています。

ア 原案に賛成である。 イ どちらかというと原案に賛成である。

ウ どちらかというと原案に反対である。 エ 原案に反対である。

オ 統合自体に反対である。（ ５中学校のままでよい。） カ 分からない

４ 設問３で「 イ～エ」 を選んだ方は、（ １） 統合の時期、（ ２） 統合校の場所、（ ３） 統

合の方法を、どのように改善したらよいと思いますか。ご意見等をお書きください。

５ 篠島、日間賀島両島の方のみ、現時点での考えをお答えください。

※「 参考資料 ９」に意見交換会で話題になりました、「 通学方法の整備」や「 災害発

生時等の生徒の安全確保」 等について記載していますので、是非ご覧ください。

ア 半島側３中学校と同じタイミングで統合するのがよい。

イ 早く統合したいが、もう少し議論したい。（ 第１段階と第２段階の間で統合）

ウ 第２段階で、新校舎ができるときに統合するのがよい。

エ 統合には反対である。

オ その他

６ その他、中学校再編についてのご意見がありましたらお書きく ださい。

ご協力ありがとうございました。



南知多町立中学校再編に向けてのアンケート調査

「 回答用紙」

設問１ お住まいの地区（ 大字） を記入してください。 大字

設問２ お子様の所属を選んでください。（ 未就学はア 小学校

１～３年はイ 小学校４～６年はウ 中学生はエ）

複数のお子様がいる場合

→（ 例： 小４、小６、中３ ウ、ウ、エ）

記号

設問３ ア～カから一つ選んでください。 記号

設問４ 設問３でイ～エの場合のご意見をお書きください。

（ ご意見のある項目についてお書きください。）

（ １） 統合の時期

（ ２） 統合校の場所

（ ３） 統合の方法

（ ４） その他

設問５

ア～オから一つ選んでください。

篠島、日間賀島の方のみお答えください。

記号

「 オ その他」 の場合のご意見をお書きください。

設問６ 中学校再編についてのご意見がありましたらお書きく ださい。

ご協力ありがとうございました。



1

参 考 資 料

１ 中学校の適正配置計画（「 南知多町立小中学校 適正規模・適正配置基本計画」から抜粋）

【 第１段階】

町内の中学校を令和５年度以降、できる限り早い時期に統合する。※
統合校については、段階的な統合も含め、今後、地域の理解を得たうえで

検討を進めていく ものとする。

【 第２段階】（ 第１段階の取組後、状況を見ながら第２段階に移行）

町立中学校を１校とするための統合の検討を進める。

統合中学校校舎の状況を検証し、新校舎設置の準備をする。新校舎の設置

場所や規模、内容等については、今後の社会状況、各地域や学校の状況等を

総合的に検討し、保護者等の理解を得ながら協議していく 。

※ 中学校の適正配置計画では、第２段階において「 第１段階の取組後、状況を

見ながら第２段階に移行」 としていますが、原案作成において、将来のことを

考えるうえで、現時点での第２段階までの見通しを提示することが必要と考え

ました。

２ 中学校再編の基本的な考え方

「 未来を生きる子どもたちにとって、より望ましい教育環境を実現する」 ことを最

優先に考える。そのために、一定程度の学校規模を保つように再編統合することで、

中学生が様々 な人との出会いをできるようにする。

このことによって、より充実した中学校生活を送れるようにするとともに、将来、

社会の一員として生きていくために必要な力を育てていく 。

３ アンケートで提示させていただいた＜原 案＞について

できる限り早い時期での統合を考えるためには、既存の校舎を活用することが必要

です。しかし、町内の多くの校舎は耐用年数が過ぎており、たく さんの予算を使って

長寿命化工事をしても近い将来、改築が必要となります。また、現在、校舎のある場

所で新校舎を建設すると大規模な仮校舎の建設が必要となってきます。

そこで、２段階での統合移転案を考えました。既存内海中校舎を活用して一度統合

し、現豊浜中の位置に新校舎建設を進めるというものです。仮校舎建設の必要がなく 、

学校生活の場所で工事をするわけではないので、工事による中学生への負担はありま

せん。また、移転の間隔を３年以上開けることによって、同一生徒が中学校在学中に

する移転経験を１回にすることができます。

最終統合校の建設について、先を見据えて計画することができるので、将来の生徒

数に合わせて充実した教育環境整備をすることができます。
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（ １） 統合の時期

「 令和５年４月に統合する」とした理由は、保護者アンケートや学校規模適正化

懇談会で、特に内海・ 豊浜・ 師崎地区において、できるだけ早い時期での統合を望

む声が多かったためです。

第２段階で「 令和１０年４月までに統合する」とした理由は、町内全中学校の早

い時期での統合を目指すものの、新校舎建設に期間を要するためです。

（ ２） 統合校の場所

第１段階での統合校位置を内海中としたのは、現在、各校で特別支援学級が増え

ており、師崎中は統合校としたときに教室数が不足してしまうからです。また、統

合小学校設置場所候補になる可能性があることから選定は難しいと考えました。

豊浜中は、最終的な統合中学校と考えており、財政負担となる仮校舎を造らずに

環境整備をして新校舎を建設するためには、一度、校舎・用地を空ける必要がある

からです。

第２段階で統合中学校を「 現豊浜中用地の位置に新校舎を建設する」とした理由

は、地理的に本町中心に近く 、両島も含めたすべての地区からの生徒の通学や保

護者の利便性を考慮したためです。現内海中の位置は、鉄道の駅があり、他市町の

中学校・ 高校・ 大学などとの連携・ 交流等においては便利ですが、毎日の通学にお

ける利便性を重視しました。

現豊浜中用地については、新校舎建設位置を工夫し、用地取得を検討するなどし

て、できるだけ広いグラウンドになるように努めます。

統合場所について、「 新しい場所への建設を考えたらどうか」 というご意見もあ

りました。現在、「 大字豊丘地内」（ 旧新運動公園： 南知多道路豊丘ICから羽豆岬
に延びるバイパスの馬道交差点から北西の位置） に町所有の土地があります。こ

こは市街地から離れた位置にあり、日頃の地域住民の方などとの連携やスクール

バスの台数の確保、公共交通（ 海っ子バス）へのアクセスに課題があります。また、

現在、災害発生時の防災ヘリコプター発着など町の防災拠点としており、観光シ

ーズンには両島観光客臨時駐車場として利用していますので、その代替地の確保

が必要です。

ここに新設校を建設する場合、造成地であるため地盤の強度を考えると校舎建

設位置は限定され、学校周辺の道路拡幅等の整備にも課題があります。また、新設

校へ移るまで５中学校を現状通り維持・ 運営するため各中学校の施設等維持管理

費などの町財政負担の軽減を見込むことができません。

（ ３） 統合対象校

第1段階で半島側３中学校の統合を考えたのは、アンケート調査結果、学校規模

適正化懇談会、地区意見交換会などで、この３校の早期統合を望む声が多く あった

からです。
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篠島中と日間賀中については、今後も情報提供とともに協議する場を設け、可能

であれば半島側３中学校と同じタイミングで統合できればと考えていますが、あく

まで、保護者の皆さんのご理解をいただいた段階で統合します。

※ 様々 な場面で、多くいただいた主な意見

○ 登校時の安全・ 利便性と学校生活での安全性を最優先する。

〇 災害発生時における生徒の安全を確保する。

○ 南知多町全域からの通学の利便性を考える。

○ 本校舎、特別教室棟、体育館等の躯体健全度調査結果を考慮する。

○ 他市町の中学校との交流、高校・ 大学との連携を考える。

○ 運動部活動を安全に行うための活動場所を確保する。

○ 改修工事による生徒への影響に配慮する。

○ 学校施設の長寿命化工事に掛かるコストを極力抑える。 など

４ 町内の年少者人数

（ 令和３年４月１日現在： 単位は人）

年齢

学校区

０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 ７歳

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

内海中
10 ６ 14 ７ 10 10 ９ ７ 14 14 11 17 16 13 11 20

１６ ２１ ２０ １６ ２８ ２８ ２９ ３１

豊浜中
7 3 4 7 5 7 6 13 5 12 8 12 17 9 6 11

１０ １１ １２ １９ １７ ２０ ２６ １７

師崎中
4 3 8 3 8 6 10 7 5 6 13 4 7 15 11 7

７ １１ １４ １７ １１ １７ ２２ １８

篠島中
3 3 6 8 3 2 12 11 3 5 5 3 9 9 8 6

６ １４ ５ ２３ ８ ８ １８ １４

日間賀中
6 4 4 3 6 6 4 4 9 9 5 8 10 10 7 14

１０ ７ １２ ８ １８ １３ ２０ ２１

合 計
30 19 36 28 32 31 41 42 36 46 42 44 59 56 43 58

４９ ６４ ６３ ８３ ８２ ８６ １１５ １０１
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５ 施設の老朽化

床面積 1, 454㎡ 1, 509㎡ 1, 562㎡ 604㎡ 826㎡

運動場 面 積 12, 069㎡ 9, 332㎡ 8, 985㎡ 5, 846㎡ 1, 169㎡

＝法定耐用年数を経過した施設 ※築年数： 令和３年６月現在の建築後経過年数
学校施設の法定耐用年数＝減価償却資産の耐用年数等に関する省令（ 昭和40年大蔵省令第15
号） において建物の構造・ 用途別に定められており、鉄筋コンクリート造の学校用（ 体育館を
含む） は４７年（ 平成10年度改正） とされている。
年数を経過した建造物は、計画的に長寿命化工事が必要となる。

学校区

８歳 ９歳 １０歳 １１歳 １２歳 １３歳 １４歳

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

内海中
17 12 20 17 22 14 16 26 17 18 15 14 16 18

２９ ３７ ３６ ４２ ３５ ２９ ３４

豊浜中
15 14 17 16 14 8 13 19 8 19 11 13 23 13

２９ ３３ ２２ ３２ ２７ ２４ ３６

師崎中
9 10 10 13 12 9 9 13 18 14 14 12 15 15

１９ ２３ ２１ ２２ ３２ ２６ ３０

篠島中
6 4 6 12 8 4 6 7 8 9 6 3 5 4

１０ １８ １２ １３ １７ ９ ９

日間賀中
7 8 5 5 11 7 4 5 8 12 9 9 12 14

１５ １０ １８ ９ ２０ １８ ２６

合 計

54 48 58 63 67 42 48 70 59 72 55 51 71 64

１０２ １２１ １０９ １１８ １３１ １０６ １３５
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６ 財政参考資料

南知多町の財政状況については、

・ 財政力指数（ 高いほど財源に余裕、１．０以上で地方交付税支給なし） ０．５３

・ 経常収支比率（ 毎年、確実に支出しなければならない経費の割合） 約９０％

・ 地方債（ 政府系金融機関等からの借入） 残高 約７０億円（ 増加傾向）

で、財政調整基金（ 町の貯金） はここ数年減少しており、実質単年度収支の赤字が続

き、人口減少とともに町税収入も減少が続いています。

令和３年度予算から、実質単年度収支の赤字を解消するため歳出の抑制を図ってい

ますが、あと数年は実質単年度収支の赤字解消を目指し、収支のバランスが回復でき

るよう必要な対策を検討していく必要があります。

この時期に新中学校建設を含む中学校再編計画を進めることには財政上の難しさは

ありますが、新中学校建設事業費をできるだけ圧縮するとともに、

・ 統合によるスクールバス運行経費などの 増、

・ 建設に伴う借入（ 償還期間25年、毎年の返済約1億円） の償還経費の 増、

・ 統合に伴う学校施設等維持管理費などの 減

などを検討し、財政的努力を続けていく必要があります。

７ 中学校の年間施設等維持管理費（ 概算）

○ 年間経常経費 １校あたり 約１，８００万円

（ 統合した場合、必ずしも全額削減できるものではありません。）

８ 仮校舎建設費用（ 概算）

○ 現在の学校規模で仮校舎を建設した場合の例

普通教室３，特別支援教室１＋特別教室 約１億１，０００万円

○ 統合した後の学校規模で仮校舎を建設した場合の例

普通教室９，特別支援教室３＋特別教室 約１億６，５００万円

※ 体育館の仮校舎はありませんので、工事期間中の体育館利用はできず、工夫
して活動することになります。
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９ 再編に向けて今後検討していく内容

〇 中学校で身に付けさせたい資質・ 能力についての共通理解

新学習指導要領によるこれからの教育には、家庭や学校だけではなく地域の方々

との連携が今まで以上に必要とされています。そこで、将来の南知多町を支える子

どもたちをどのように育てていくのか、地域の皆様との共通理解が不可欠です。

〇 通学方法の整備

通学にかかる交通費については、町が負担します。通学の利便性を確保するため

に、名鉄海上観光船には定期船増便を要請しています。（ チャーター便になるように

調整しています。船が利用する港は、全体の通学時間を考えて各島１か所です。） さ

らに、海っ子バスの増便、スクールバス購入など、統合中学校へのアクセス整備を

進めてまいります。

〇 災害発生時等の生徒の安全確保

災害発生時の生徒の安全確保は、最重要課題の一つです。特に、両島から通学す

る生徒の安全を確保するために、保護者の皆さんの声を聞きながら中学校再編委員

会で具体的な対応策を決定します。

天候が荒れてしまった日の両島生徒は、登校せず、島内で遠隔授業が受けられる

ように施設整備をしていきます。

〇 統合前の交流事業、合同部活動の体制整備

将来の統合を目指すとともに、町内中学生の交流を図るための事業を実施してい

きます。部活動については、統合が確定し、保護者の皆様のご理解がいただければ、

統合前からの合同練習や合同チームでの大会出場を検討していきます。

〇 用地確保（ グラウンド、駐車場、車道など） と造成・ 整備

〇 新設統合中学校基本構想・ 基本計画策定

〇 新校舎の設計、建設工事及び財源確保

〇 中学校再編委員会、検討部会の設置（ 細部は、ここで協議します）

〇 施設改修計画・ 備品等移動計画 など

１０ 原案を実現するためのスケジュール

令和 ３年 ７月 中学生以下のお子さんの全保護者対象アンケート実施

８月 アンケート結果の集約と実施計画（ 素案） 作成

９月 保護者意見交換会（「 実施計画（ 素案）」 について）

意見を踏まえて実施計画（ 案） 作成

１０月 住民意見交換（ 説明） 会（ 実施計画（ 案） について）

１１月 定例教育委員会・ 総合教育会議で実施計画の決定

１２月 町議会へ実施計画報告、学校設置条例の改正


